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                       またお母様の金澤泰子さんは、障がいをもつ娘の 

       感謝 30周年を終えて     子育てについて、悩んだり苦しんだりしたことを体 

                       験を通して解りやすく活かされ、心に残った内容が 

         理事長 川 野 枝見子  ありました。 

                       特に、娘が 20 歳になった記念に「個展」を開く 

                       と筆文字を見て感動した。さらに、他のお客様から 

創立 30 周年式典には、衆議院議員鳩山二郎様、「 自分の所でもやって下さい」と言われた時は今 

福岡県議会議員秋田章二様を始め、多くの皆様の までの苦労が飛んでいくようでした。 

ご出席をいただきありがとうございました。    お母様が言われていた「人は人と出会い、繋がる 

 また、功労者表彰、永年勤務表彰、人命救助表 ことで元気になれる」この言葉は体験していないと 

彰を受けられました皆様には、心より感謝申し上 心に届かない言葉であります。娘の翔子さんも負け 

げます。そのような中、講演 「ダウン症の娘と共 てはいませんでした。一人暮らしも頑張っておられ 

に生きて」では、出席いただきました皆様方に、 ます。 

大変喜んでいただきました。           昼からは木の香まつりでしたが、各施設での出し 

 娘である金澤翔子さんが、書道大筆パフォーマ 物は歌あり、踊りありで笑顔が溢れ、元気をもらい 

ンスでは「共に生きる」を書き終えると、たくさ ました。 

んの拍手で会場がいっぱいになりました。文字は  木の香園での基本理念は、人としての誇りを大切 

人の心を写すとは聞いたことがありましたが、と にすること、地域社会で共に暮らせることでありま 

ても優しくて美しくて力強いものでありました。 す。30 年を経て一歩、二歩、三歩とあゆみつづけ

て前に進んでいます。 

 

理事長挨拶 

 

  
                   木の香園生活支援センター 

                        看護師 島 松 博 文 

Ｑ今回 30 周年式典で表彰されました人命救助の内容を教えてください。 

Ａ．昨年、寿司チェーン店に家族と行っていた際に、喉に食べ物を詰まらせたと思われる人を娘が発見。 

その後、自分が相手のご家族に了承を取った上で状態の確認を行いました。直前に食べられていた貝柱

が詰まっている様子だったため、背部叩打法を用いたところ少し出されていましたが、誤嚥性肺炎にな

る可能性があると判断し、救急車を呼んで頂きました。 

Ｑ職業柄、普段から注意していることはありますか？ 

Ａ．全体を観察することですね。仕事をする上でも状況を見て普段との違いがあればすぐに声掛けをし

ています。また、１人で把握することは不可能なので、他職員の気づきも取り入れています。 

Ｑ人命救助におけるポイントや必要な心構えはありますか？ 

Ａ．ポイントは‟見過ごさない、勇気を出して声掛け”、‟周りに協力を仰ぐ“ですね。まず声掛けをし

て自分が対応できるか、できないかを判断しロスを防ぐこと。出来ることは限られているので、全員が

バラバラにならないように誰かがリーダーとなって行動し、病院に繋ぎます。そのためにも、日々の訓

練を欠かさずにしていくことが重要です。自分にとっても今までの訓練が経験の財産となっています。 

 

 



 

  

                   木の香ほーむ 陽の木 

                       管理者 津 村 希世美 

Ｑ入職から 16年目となった現在の仕事内容について教えて下さい。 

Ａ．現場に入ることもありますが、管理者として事業計画に基づいた施設運営や人材育成をしています。 

Ｑやりがいを感じる瞬間や、勤務してきた中で印象に残っていることはありますか？ 

Ａ．色んな行事や個別活動をした時に利用者様が喜ばれていると、取り組んで良かったとやりがいを感

じます。そのため、印象に残っていることも１泊旅行やその他のイベント、個別で利用者様の希望の場

所に行った時の楽しそうな笑顔や声を聞けたことです。 

Ｑ仕事をする上で大切にしていることはありますか？ 

Ａ．生活の場ということで、平凡な毎日が理想かもしれないですが、個人的には毎日がテーマパークに

行ったようにわくわくする気持ちを持ってもらえるようにと考えています。職員側も、テーマパークだ

と意識をすることで、接遇に気をつけたり、言葉の声掛けの仕方にも影響が出たりと自然に相手を尊重

することができるのではと思います。また、職員にもよく伝えているのが‟不可能なことはない”‟不可

能を可能にする”ということです。そのためにも、意見を出し合って努力しようと話をしています。 

Ｑ今後の目標を教えてください。 

Ａ．現在構想中の陽の木Ⅱに向けて、職員一人一人のスキルアップやサービスの質の向上が目標です。

また、利用しやすい施設環境の維持と改善、働きやすい環境づくりを考えていきたいと思います。 

 

 功労者インタビュー：永年勤務 

  

                   木の香園就労支援センター 

                       管理者 古 賀 由 佳 

Ｑ入職から 17年目となった現在の仕事内容について教えてください。 

Ａ．事業所収益と運営の管理、職員の指導などをしています。 

Ｑやりがいを感じる瞬間や、勤務してきた中で印象に残っていることはありますか？ 

Ａ．やりがいを感じるのは利用者様の笑顔を見たときです。苦戦していた作業が出来るようになった時

やたわいもない会話の中で楽しく大笑いされている時など、木の香園に通って楽しいと思ってもらえる

ことを嬉しく思いますし、居場所を提供できている喜びがあります。 

また、自分自身が全く福祉職を経験せず、違う業種から入職したため、職場という環境で利用者様や

職員と笑うことが多くなったというのがとても印象に残っています。 

Ｑ仕事をする上で大切にしていることはありますか？ 

Ａ．当たり前のことですが、利用者様や職員とのコミュニケーションを密にとり信頼関係を構築してい

くことです。朝一の挨拶で、一日の始まりをお互い気持ち良く過ごせるように明るい挨拶を心がけ、コ

ミュニケーションをとること。また、利用者様や職員に対して敬う気持ちを忘れないというのも念頭に

置いています。 

Ｑ今後の目標を教えてください。 

Ａ．まだまだ学ぶことがたくさんあります。今の職務を全うできるよう、そして、管理者として頼りに

される存在となれるよう頑張っていきます。 

 

 功労者インタビュー：永年勤務 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5年 9月 23日に法人創立３０周年記念式典を執り行いました。 

記念講演に書道家の金澤翔子氏・泰子氏をお招きし、関係機関や地域の方々等多くの方

にご来場いただきました。 

今後とも地域に根付いた法人でありたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

社 会 福 祉 法 人 大 川 市 福 祉 会 

創立３０周記念年式典 

理事長 

川野枝見子 挨拶 

衆議院議員  

鳩山二郎氏 祝辞 

大川市長  

倉重良一氏 祝辞 

【功労者・永年勤続者表彰】 

福岡県会議員  

秋田章二氏 祝辞 

【金澤翔子氏・泰子氏による席上揮毫・講演会】 



  

  金澤翔子さん＆泰子さんに聞きました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ書道家を目指したきっかけは？ 

泰子：もともとは書道家にならせたいという思いはなかったんですが、翔子が

18歳の時苦しい思いをしている時に父親が「この子は書がうまい」と言っ

ていたことをふと思いだし書を本格的にするようになりました。20歳で個

展も開き、メディアに取り上げられるようにもなりました。翔子がすごいん

だと思います。 

Ｑ書かれてきた中で最も印象的だと思う作品は何ですか？ 

泰子：これまでに約１７０点の作品を翔子は書いてきました。その中でも2”風

神雷神”（2009年建仁寺奉納）、”平清盛”（2012年 NHK大河ドラマ「平

清盛」の題字）は何か特別なパワーが出ていたと思います。 

 

 

 

 

 

 

【金澤翔子氏プロフィール】 

1985年生誕。東京都出身。5歳

から母親の師事で書を始める。20

歳、銀座画廊で個展。その後ニュー

ヨーク、チェコ、シンガポールなど

様々な国で個展を開催。 

NHK大河ドラマ「平清盛」揮毫。

国体の開会式や天皇の御製を揮毫。 

日本福祉大学客員教授。文部科学

省スペシャルサポート大使。 

東京 2020 公式アートポスター

制作 

 

揮毫の前には手を合わせ「お父様うまく書かせてください」

と祈られているそうです！ 



Q休日はどのようにお過ごしですか？ 

泰子：ルーティンがあります。午前中にカーブスに行って、午後はランチ、その

後は写経、17 時半からは 2 人で散歩に出かけています。料理は毎日作ってい

ます。 

翔子：料理楽しいです。楽しい！カレーライス、チャーハン、春巻き、オムレツ、 

餃子を作りました。 

泰子：餃子は作ってないんじゃない？（笑） 

 

 

Q書道家になっていなかったら何になっていましたか？ 

翔子：ダンサー、ダンス好きです！ 

泰子：翔子はダンスの才能もあるんです。ダンサーになっていて    

  もすごいことになっていたと思います。 

翔子：マイケルジャクソンが好きです。この後も楽しみにしてい 

  て下さい。 

※記念講演の後にマイケルジャクソンの「ビートイット」 

「ビリージーン」を踊って頂きました。 

 

 

 

力強い字で書いて頂きました。 

出来上がった作品を見て会場は「おー」 

と歓声が上がりました！ 

 

ノリノリで踊られる翔子さん 

とても素晴らしいダンスでした☺ 

母泰子氏の講演では翔子

さんの生い立ちから現在

までをエピソードを交え

語られていました！ 

（インタビュー続き） 



 

 

 

        

 

                              

 

 

 

 

 

 

          

 

  

 

児童発達支援センターはモッカ君と一緒にモッカ

君体操を、放課後等デイサービスはジャンボリー

ミッキーとツバメはダンスを披露しました！ 

就労支援センターは「新時代」・自立支援センターは

「幸せなら手を叩こう」をのダンスを踊りました！ 

生活支援センターとらんどは合同で一緒に「虹」の

曲に合わせて手話を披露しました。 

事業所出し物 

４年ぶりとなった木の香まつり！！ 

多くの方にご来場いただきました☺ 

各エリアではにぎやかな声が聞こえ、 

笑顔が溢れる木の香まつりになりました！ 
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道海島小学校の生児童たちによる 

【道海太鼓】の演奏でオープニングの 

ステージを飾りました。 

大川市出身の歌手、田口こうきさんが 

情感豊かに歌い上げられました。 

小ホールのステージでは、外部出演の 

パフォーマンスが披露されました。 

桐英中学校と桐薫中学校の吹奏楽演奏。 

美しい音色が会場に響きました。 

大川医仁会によるエイサーの演舞は会場を 

魅了しました。 

ご出演ありがとうございました。 



                             

                             

（順不同） 

福岡日産自動車株式会社様、有限会社山口商事様、佐藤石油店様、若波酒造合名会社様、 株

式会社庄分酢様、アジアンキッチンタージ様、有限会社古賀商会様、タンスのゲン株式会社

様、オークス様、有限会社カネクラ加工様、株式会社熊本計算センター様、大川信用金庫三

又支店様、園田税務会計事務所様、（有）三和開発様、有限会社岡車体様、株式会社ユニマ

ットライフ様、九冷産業株式会社様、（有）鳥栖魚市場様、大川醤油協業組合様、有限会社

たこ萬様、ごとう精肉店様、株式会社九州パール紙上様、株式会社ビーレイク様、株式会社

ハウデイ様、イケヒココーポレーション様、ヘアメイクオレンジ様、乙丸隼人（ネギ）様、

玉寿司様、米穀卸業福佐米商様、有限会社オカキスプレット様、株式会社カワノ様、おはよ

う設備（有）様、森崎一男様、株式会社増田桐箱店様、（有）第一園芸センター様、立野木

材工芸（株）様、近藤商事様 

たくさんの協賛を頂きありがとうございました。お陰様で抽選会もとても盛り上がりました。 

＜木の香まつり協賛企業＞ 

 

 

 

 

http://3.bp.blogspot.com/-Kxj3r5dhVHw/UqA655lTAEI/AAAAAAAAbX4/_Fw3q2NPs3A/s800/spring4_y.jpg


         

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

令和 5年 8月から児童発達支援事業改め、 

児童発達支援センターになりました！！ 

 

変更点としては・・・ 

① 児童発達支援機能のみ（変更前） 

→児童発達支援機能＋地域支援（保育所等訪問・障がい児相談支援）（変更後） 

② 定員 10名（変更前）→定員 15名（変更後） 

通所利用の障がい児やその家族に対する支援を行うだけでなく、地域の障がい児やその家族への相談、 

障がい児を預かる施設への援助・助言を合わせて行う地域の中核的な療育支援施設になりました！！！ 

（1）ワンストップ対応とは・・・ 

 複数の場所や担当に分散していた関連する手続きやサービス 

 などを、1ヵ所でまとめて提供するようにしたもの。 

児童発達支援事業 

児童発達支援センター 

＜児童発達支援機能＞ 

・身近な地域における 

通所支援機能 

・通所利用の障がい児や 

 その家族に対する支援 

保育所等訪問支援 

などの実施 

障がい児相談支援 

などの実施 

＜地域支援＞ 

    利用者の利便性を考慮 

◆センターで行う地域支援（相談支援等）は 

 3障害（2）対応を基本 

◆対応困難な場合は、適切な機関等を紹介・あっせん 

ワンストップ対応（1） 

（2）3障害とは・・・ 

主に身体障害・知的障害・精神障害を指します。 

 

※指定障がい児相談支援については準備が整い次第、開始する予定としています。 

 

＜児童発達支援センターの今後の方向性＞ 



 

アクセスマップ 

ホームページ URL 

https://www.kinokaen.or.jp/ 

インターネット URL 

https://www.wam.go.jp/ 

ホームページ随時更新中！！！ 

下記 URL、QR コードより参照ください。 

QR コード 

法人の経営情報に関しては 

下記 URL、QR コードより参照ください。 

QR コード 

 

新型コロナ政策も５類となり、各事業所とも従来の行事等が出来るようになっ

た事と思います。大川市福祉会も創立 30 周年を迎え、また４年ぶりに木の香まつりを開催出来

ました。皆様には思い出深い年度になったのではないでしょうか。 

国内外に目を向けると、さまざまな出来事が起きていますが、当福祉会では、明るく、楽しい

出来事がこれからも続いてくれればと切に願っています。（川野） 


